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一 橋 大 学 １ ５ ０ 周 年 と

　 12 月 ク ラ ブ ホ ー ム ペ ー ジ
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 （ 48 法 ）

　 「 1
2 月 ク ラ ブ の ホ ー ム ペ ー ジ （ 以 下

Ｄ Ｃ Ｈ Ｐ ） 」 の 管 理 者 山 崎 坦 さ ん は 今

年 数 え で 98 歳 、 16 年 間 休 む こ と な く 毎

月 月 末 に Ｈ Ｐ を 更 新 し て い る 。 「 12 月

ク ラ ブ 」 と は 昭 和 16 年 学 部 後 期 卒 業 生

の 年 度 会 の 名 称 で 、 今 年 は 卒 業 75 周 年

を 迎 え る 。 昭 和 16 年 は 12 月 ８ 日 に 太 平

洋 戦 争 が 始 ま り 、 翌 年 ３ 月 卒 業 予 定 が

12 月 27 日 に 繰 り 上 げ 卒 業 し 兵 役 に 服 す

こ と と な っ た 異 例 の 年 で あ る 。 戦 死 者

36 名 を 数 え る 、 と 聞 く 。 こ の Ｈ Ｐ は 卒

業 60 周 年 記 念 事 業 と し て 平 成 12 年 に 立

ち 上 げ ら れ た 。 Ｈ Ｐ を 作 っ た 年 次 と し

て は ダ ン ト ツ に 早 い 。 学 年 会 で Ｈ Ｐ を

作 っ て い る の は 昭 和 33 年 卒 ま で 17 年 飛

ば な け れ ば な ら な い 。

　 さ て 、 古 い こ と 以 上 に 重 要 な の は そ

の 中 身 で あ る 。 12 月 ク ラ ブ 会 員 ３ ５ ２

名 夫 々 の 歴 史 が こ の 中 に 刻 ま れ て い る 。

「 12 月 ク ラ ブ 」 は 、 昭 和 46 年 に 卒 業 30

年 記 念 文 集 を 作 っ た が 、 こ の 文 集 を Ｈ

Ｐ に 取 り 込 ん だ 。 卒 業 か ら 30 年 、 戦 争

中 の 体 験 談 、 戦 後 間 も な く の 混 乱 期 、

そ し て 「 も は や 戦 後 で は な い 」 と い わ

れ た 時 期 を 振 り 返 っ て み る と 、 な る ほ

ど そ う で あ っ た か 、 と 歴 史 を 再 認 識 す

る 。 卒 業 40 周 年 、 50 周 年 、 60 周 年 と 区

切 り 目 ご と に 記 念 文 集 が 作 ら れ 、 Ｈ Ｐ

に 収 め ら れ て い る 。 総 頁 ２ ３ ５ ３ 頁 の

文 集 は 、 一 人 ひ と り の 半 世 紀 を 超 え る

個 人 史 で あ り 、 個 人 の 視 点 か ら 捉 え た

戦 中 ・ 戦 後 史 で あ る 。

　 昨 年 ３ 月 に 一 橋 大 学 創 立 １ ５ ０ 年 史

準 備 室 ニ ュ ー ズ レ タ ー １ 号 が 発 表 さ れ

た 。 江 夏 由 樹 名 誉 教 授 は そ の 中 で 「 一

橋 大 学 は １ ９ ７ ５ （ 昭 和 50 ） 年 に 創 立

１ ０ ０ 周 年 を 迎 え た 。 そ の 記 念 事 業 と

し て 、 大 学 は 年 譜 、 学 制 史 資 料 、 学 問

史 、 座 談 会 記 録 等 の 編 纂 ・ 刊 行 を 相 次

い で 行 っ た 。 ま た 、 如 水 会 学 園 史 刊 行

委 員 会 の 手 に よ っ て も 、 一 連 の 学 園 史

資 料 の 刊 行 が 積 極 的 に 行 わ れ た 」 と あ

る 。 私 が こ れ を 読 ん だ 時 に 直 ぐ に 頭 に

浮 か ん だ の は Ｄ Ｃ Ｈ Ｐ で あ る 。 Ｄ Ｃ Ｈ

Ｐ は 実 に 充 実 し た 内 容 を 含 ん で い る 。

２ ０ ２ ５ 年 の 創 立 １ ５ ０ 年 記 念 事 業 の

中 に こ の 価 値 あ る デ ジ タ ル ・ ア ー カ イ

ブ を ど の よ う に 組 み 込 ん で ゆ く こ と が

で き る で あ ろ う か 。

　 創 立 １ ０ ０ 周 年 記 念 の 「 学 問 史 」 の

巻 頭 言 で 宮 澤 健 一 学 長 は 次 の よ う に 書

い て い る 。 「 学 問 史 と い う 形 で 過 去 と

伝 統 を 顧 み る こ と の 意 義 は 、 そ れ を こ

う し た 将 来 へ の 展 望 に 、 現 在 と い う わ

れ わ れ の 時 点 で 、 つ な い で み せ る こ と

で あ る 。 形 成 か 、 模 索 か 、 胎 動 か 、 そ

の 差 は あ る に せ よ 、 こ こ に 展 開 さ れ る

一 橋 学 問 の 点 検 と 吟 味 に よ っ て 、 明 日

へ の 方 向 性 が 示 さ れ て い る こ と を 期 待

し た い 」

　 山 崎 さ ん に 連 絡 を 取 っ て 、『 如 水 会 々

報 』 に 一 文 を 掲 載 し た い と 申 し 込 ん だ

と こ ろ 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ を 頂 い た 。

　 「 6
0 周 年 の 記 念 文 集 に は 80 名 が 執 筆

し ま し た 。 そ の 前 年 に は Ｈ Ｐ を 公 開 す

る こ と が で き て 、 世 界 ど こ か ら で も 時

を 移 さ ず ク ラ ブ の 活 動 を 見 る こ と が で

き る よ う に な り ま し た 。 今

や 卒 業 75 年 に な り ま す が ３

５ ２ 名 の 会 員 は Ｈ Ｐ 『 合 同

慰 霊 祭 』 項 に 収 録 せ る よ う

に 年 々 他 界 さ れ て 残 存 会 員

は 20 名 ほ ど と な り 、 水 田 洋

君 の よ う に 元 気 に 毎 月 学 士

院 会 に 出 席 さ れ る 方 は 珍 し

く 、 Ｈ Ｐ 委 員 は 私 独 り と な

り ま し た 。 ク ラ ス メ イ ト も

私 独 り で す 。 そ し て 水 田 君

も 私 も 来 年 は 白 寿 な の で す 。

　 最 近 の Ｈ Ｐ の 更 新 は 、﹇ 特

別 目 次 ﹈ 劈 頭 に 新 井 先 輩 （ 12 学 ） 主 催

の ﹇ 一 橋 の 学 問 を 考 え る 会 ﹈ の 記 録 全

文 を 収 録 し ま し た 。 40 数 名 の 教 授 の 御

専 門 の 学 問 に 関 す る 60 余 回 に わ た る 講

演 の 貴 重 な 全 記 録 で す 。 ﹇ Ｃ ａ ｍ ｐ ｕ

ｓ の 四 季 ﹈ （ 如 水 会 々 報 よ り ） は 懐 か

し い 。 戦 前 の 時 代 背 景 と し て は ﹇ 映 画

座 談 ﹈ を 試 み ま し た 。 貴 重 な 三 浦 新 七

先 生 の 『 文 明 史 特 別 講 義 』 ノ ー ト は 故

中 路 信 君 （ 32 経 ） が 提 供 し て く れ ま し

た 。 最 近 の 世 相 を 見 る に つ け 、 こ ど も

の 教 育 が 大 切 と 痛 感 し て お り ま す 。﹇ 戦

前 の 教 育 ﹈ を 記 述 し 、 最 近 は 毎 月 戦 前

の ﹇ 尋 常 小 学 校 修 身 教 科 書 ﹈ を １ 巻 ず

つ 収 録 し て 見 て お り ま す 」

　 是 非 、 こ の 「 如 水 会 ・ 12 月 ク ラ ブ 」

Ｈ Ｐ に ア ク セ ス し て 、 現 代 史 、 自 分 史

と 重 ね て み て い た だ き た い 。

 （ 如 水 会 元 業 務 部 長 ）　

　 　


